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備えと危機対応

　かつては毎年1,000 人以上の患者が報告さ
れ、とくに1960 年には全国で約5,600 人の大
流行があった。61 年も流行の兆しがあったため、
新たに経口生ワクチンを緊急輸入して接種を展
開したことを契機に患者数は激減。経口生ワク
チンの定期接種化を図って以降、80 年を最後と
してポリオの自然発生は見られず、2000 年には
日本を含む西太平洋地域における地域的な根
絶が宣言された。
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岡
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。
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ア
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が
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が
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明
治
以
降
、日
本
に
西
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が
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わ
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養
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ワ
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と
普
及
な
ど
の
対
策
が
と
ら
れ
、

1
9
6
0
年
頃
ま
で
に
感
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「
戦
後
し
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ら
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績
を
途
上

国
で
活
か
す
取
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ボ
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感
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が
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感
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を
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。
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す
る
。そ
の
た
め
に
日
本
の

力
を
活
か
し
て
い
き
ま
す
」

さ
ら
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、エ
ボ
ラ
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イ
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病
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R
S
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感
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組
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。
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防
止
を
目
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と
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国
際
保
健
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I
H
R
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0
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5

年
、大
幅
に
改
正
さ
れ
、対
象
が「
原
因

を
問
わ
ず
、国
際
的
に
公
衆
衛
生
上
の

脅
威
と
な
り
う
る
、あ
ら
ゆ
る
健
康
被
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象
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拡
大
さ
れ
た
。

「
日
本
で
も
09
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

14
年
デ
ン
グ
熱
の
国
内
感
染
例
発
生
な

ど
新
た
な
感
染
症
が
出
ま
し
た
。こ
れ
を

機
に
国
内
対
策
で
も
体
制
、活
動
方
法
、

情
報
収
集
と
提
供
な
ど
、整
っ
て
い
る
点

と
見
直
し
が
必
要
な
点
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
」。ま
た
、
14
年
西
ア
フ
リ
カ
で

感染症の発生や拡大を抑えるためには、国際的な対応が必要となってきている。
日本自身はどのような経験をし、どのような国際協力を行ってきたのだろうか。

感染症対策と
国際協力

（
注
）科
学
的
に
有
効
か
つ
社
会
的
に
受
容
で
き
る

方
法
や
技
術
に
基
づ
く
必
要
不
可
欠
な
ヘ
ル
ス
ケ

ア
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
す
べ
て
が
享
受
で
き
る
よ
う
、

十
分
な
住
民
参
加
の
も
と
で
実
施
さ
れ
る
も
の
。

　かつては国内に蔓延し、患者も死者も非常に
多いことから国民病とまで呼ばれた。戦後は社会
環境の向上や治療の進歩などで患者数は激減し
たが、その減少は近年に入って鈍化し、1999 年
には「結核緊急事態」宣言が出された。2017 年、
日本で新たに登録された結核患者は1 万6,789 
人。発見の遅れや高齢者の発症などにいまだに
対策が必要だ。

　古い記録にもマラリアの症状を示す記述があ
り、明治から昭和初期にかけては日本各地で流
行した。第 2次世界大戦直後、戦地からの帰還
者により持ち込まれたマラリアで3万人に近い患
者が存在したが、1960 年代初期に数十例ほど
となる。背景には、感染者への薬剤治療や環境
改善によるマラリア原虫を媒介する蚊の減少な
どが挙げられる。
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●  急性感染症対応期
　（1868～1919年）

●  慢性感染症対応期
　（1920～1944年）

●  感染症下降期
　（1961～1979年）

●  新興・再興感染症対応期
　（1980年～）

●  保健医療行政再構築期
　（1945～1960年）

明治政府による
中央集権的防疫体制の整備
統計の整備

結核を主な対象として
予防・早期発見を促進

衛生環境改善、
栄養状態向上による感染症減少

新興・再興感染症対応期
新興のHIV／エイズ、エボラウイルス病、
再興の結核への対応

マラリアなど戦後の一時的な急性感染症への 
対処、感染症から非感染性疾患*への課題移行

   1994年
   人口・エイズに関する地球規模問題
   　イニシアティブ（GII）発表

   1998年
   バーミンガム・サミット
　　日本政府が国際寄生虫対策提唱
   2000年
   九州・沖縄サミット　
　　沖縄感染症対策イニシアティブ発表
   2005年
   「保健と開発」に関するイニシアティブ発表

   2016年
   G7伊勢志摩サミット
   　国際保健のためのG7伊勢志摩ビジョン発表

   2011年
   国際保健政策2011‐2015発表

   2013年
   国際保健外交戦略発表

   2015年
   平和と健康のための基本方針発表

感染経路  蚊から
◦ デング熱 245件
◦ マラリア 61件

感染経路  人から
◦ 麻疹 34件
◦ 風疹 15件

感染経路  人や食品から
◦ アメーバ赤痢 160件
◦ 細菌性赤痢 85件
◦  A型肝炎 64件
◦ 腸チフス 34件
◦ ジアルジア症 23件
◦ E型肝炎 17件

出典：国立感染症研究所　日本の輸入感染症例＊の動向（2017年）について
＊海外で感染して国内に持ち込まれる感染症のこと

世界保健機関（WHO）憲章第21条に基づく国際規則
目的
国際交通に与える影響を最小限に抑えつつ、疾病の国際的伝播を最大限防止
すること
歴史
1951年に前身の国際衛生規則（ISR）が制定され、国際保健規則
（International Health Regulations：IHR）へと改名を経て、2005年に、新興・
再興感染症への対応の強化のためにIHRの大幅な改正が行われた。

新たに盛り込まれた主な事項
　・「原因を問わず、国際的な公衆衛生上の緊急事態を構成する恐れのある
　　あらゆる事象」を WHOに報告することを義務付け
　・各国ごとにIHR担当窓口を常時確保することを義務付け
　・加盟国が最低限備えておくべき能力を規定

＊IHR加盟国はWHO全加盟国を含む196か国（2018年現在）

＊脳血管疾患、がんといった感染症ではない疾患
参考文献：『日本の保健医療の経験』（JICA研究所）
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出典：公益財団法人結核予防会WEBサイト

特別授業
感染症対策と国際協力

早期発見を支える
検査体制

感染症を防ぐ
公衆衛生

SCENE 2  企業との連携 SCENE 1  国際共同研究

革新的な技術の開発 感染症対策
日本の技術が命を守る特集

1年間で、海外から持ち込まれる感染症の件数

（明治元年）
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